
東小岩小学校応援団実践報告書 

 

１ 校長及び代表氏名 

   東小岩小学校長     天田 祐之 

       代表       本村芳一郎 

２ 今年度の活動内容 

応援団の種類 対象学年等 主な活動内容 

学習支援ボランティア 全学年 

 

・学習活動の補助（算数等） 

・実習活動の補助（生活科や家庭科実習等） 

・教材作成の補助（運動会や展覧会等） 

図書ボランティア 

読み聞かせボランティア 

全学年 ・図書室の環境整備 

・団体貸し出しの図書選書 

・本の読み聞かせ 

安全指導ボランティア 主に３・５年生 ・自転車教室等の補助 

・地域安全マップ作成の補助 

農園活動 

ボランティア 

３・４・５年生 ・農園の作物への水やり 

・草取り 

・児童のふき農園活動時の補助 

・小松菜作りの指導、補助 

校外活動ボランティア 全学年 

 

・校外活動時の安全確保 

・グループ学習の補助 

３ 学校応援団組織図 

 

 

 

 

 

 

 

東小岩小学校 
代表・コーディネーター 学校の担当(副校長) 

すくすくｽｸｰﾙｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ 

 

保護者・PTA 

 

地域・町会 

 

・囲碁将棋教室 

・お茶会 

・親子で楽しめる教室 

・すくすくお楽しみ会 

・学校とすくすくとの情報交換 

 

・読み聞かせ、図書館整備 

・学習活動の準備や補助 

・親の目運動等の見守り活動 

・安全教室（自転車等） 

・校外学習の安全見守り 

・旗振り当番（登校時） 

・登下校の安全見守り 

・ふき農園の管理、農園活動指導 

・小松菜農業体験指導 

・昔遊びのお手本 

・そろばん指導 

・学習活動のゲストティーチャー 



４ 今年度の成果と今後の課題 

＜成果＞ 

 ・「学校応援団」が浸透し、さらに幅広い範囲にわたった学習活動の補助や校外活動の見守りを多くの保護者

・地域の方々に協力していただき、きめ細かに児童を見守り、安全の徹底を図れるようになった。 

 ・保護者や地域の方々にゲストティーチャーを行っていただき、教員では対応できない様々な体験学習を行う

ことができた。 

＜課題＞ 

 ・事前に保護者・地域の方々にお知らせすることによって、さらに多くの人材確保や依頼の準備を徹底しなけ

ればならない。 

 ・協力していただいた保護者・地域の方々の声を充分に聞き取ることができなかった。さらに活動の改善や発

展に活かせる工夫をするために、場を設定する等により、その点を改善していかなければならない。 

 

５ 代表より 

 ＰＴＡや東小会（ＰＴＡのＯＢ会）や地域５町会が連携・協力して、子どもたちの安全や健全育成に取り

組み、２１年度より学校応援団活動として統合しました。開校６０周年を迎えた今年度も、その「連携の伝

統」を引き続き築くことができたと思います。保護者の協力により「子どもたちが安全に活動できた」とか、

地域の方々の協力で「学校農園活動が今年も無事にできました」等を周年式典等で学校関係者や保護者より

耳にして嬉しく思いました。来年度も学校・保護者・地域が一体となって、さらに発展した活動を行ってま

いります。 

（代表 本村芳一郎） 

６ 学校長より 

着任前から、東小岩小学校は保護者・地域の方の温かいご支援をいただき、登下校の安全や農業体験、読

み聞かせなどによる子どもたちの健全育成に取り組んでいると聞いておりました。今年度も「学校応援団」

に６０名のボランティア人材登録をいただき、小松菜の栽培指導や図書館整備を行っていただきました。ま

た、１年生の昔遊びボランティア、２年生の町探検安全見守り、３年生の自転車教室ボランティア、４年生

の学習支援ボランティア、５年生の地域安全マップ作成ボランティア、６年生の家庭科実習支援ボランティ

ア等、全学年にわたって多くの保護者や地域の皆様のご協力をいただいております。 

今後も「連携の伝統」を築ける組織を作り、学校応援団の皆様のお力添えをいただきながら、地域とと

もに地域に貢献できる子どもたちを育ててまいります。よろしくお願いいたします。 

（校長 天田祐之） 


